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＜第１段階・カードの書き出し＞
・思いついたままにカードを書き出す
・１つのカードには１つのことだけを書くキーボー

ドを見な
いで入力
すること

１ヶ月で
完全マス
ターでき
る
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＜第２段階・カードの再配置・グループ化＞
・直感を働かせつつ、関連の深い内容だと思ったものどうしを近
　くに配置し、グループをつくる
・グループ同士の位置関係も同じようにして決める

キーボー
ドを見な
いで入力
すること

１ヶ月で
完全マス
ターでき
る

タッチタイ
ピングは負
担が軽い

タッチタ
イピング
は作業効
率がいい
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＜第３段階・見出しカードと関係線の付加＞
・各グループに見出しカードをつける
・グループ同士の関係を、関係線によって示す

キーボー
ドを見な
いで入力
すること

１ヶ月で
完全マス
ターでき
る

タッチタ
イピング
は負担が
軽い

タッチタ
イピング
は作業効
率がいい

この文章のねらい

タッチタイピングについての
主張

タッチタイピングのメリット

タッチタイピングの本質
タッチタイピングの第
１の留意点

タッチタイピングの第２の留
意点

まず見て欲しいこと

説得材料
より詳しく

最後に落ち着きどころへ

タッチタ
イピング
は普及し
ていない タッチタイピ

ングは普通の
人には無理と
いう誤解

タッチタイピングについての
一般的な誤解（と反論）

本質論


